
～ 第2回定例市会　9月議会報告 ～
　平成26年度一般会計決算は、企業業績の改善に伴う法人市民税の増などにより市税収入が増加したことに加え、職員
総定数の削減など「神戸市行財政改革2015」に基づく取り組みを着実に実行したことなどから４年連続で財源対策による
ことなく実質収支の黒字15億6,800万円を確保することができました。
　しかし、中長期的には少子・超高齢社会の進展に伴い社会保障費・医療費が増え続けることなどから、引き続き厳しい財政
状況が予想されています。

■一般会計歳入歳出決算（平成26年度）（単位：億円）
歳出総額
6,804億円 人件費

1,117
16.4%

扶助費
（生活保護・児童・　
　障害者手当など）

1,853
27.2％

公債費
909
13.4％

投資的経費
（普通建設事業費など）

636
9.4％

繰出金
820
12.0％

貸付金
189
2.8％

補助費
369
5.4％

積立金
57
0.8％

物件費等
（施設管理経費など）

854
12.6％

歳入総額
6,885億円

市税
2,750
39.9％

国庫支出金
1,276
18.5％県支出金

302
4.4％

諸収入等
829
12.0％

譲与税・交付金
360
5.3％

地方交付税
599
8.1％

市債
674
9.8％

使用料及手数料
135
2.0％

自主財源
3,714
53.9％

依存財源
3,171
46.1％

神戸の都心の未来の姿［将来ビジョン］
＆三宮周辺地区「再整備基本構想」

‘カジノ型’
デイサービスを規制

　パチンコやマージャンなどの遊技を常態的に提供する‘カジノ型’デイサービスは、遊
技を常時主体とするもので適正なサービスであるとは考えられず、過剰で不必要な介護
サービスにつながるおそれがあることから、一定の規制を行なうための条例改正案が９
月議会に提案され、可決成立しました。

　神戸市は、神戸の都心を大胆に活性化していくため、新神戸～
三宮～元町～神戸・ハーバーランドを対象に、神戸の都心の未
来の姿［将来ビジョン］を取りまとめました。
　また、三宮周辺の再整備は、神戸のまちや経済全体を活性
化するうえで不可欠なことから、事業化を見据えて三宮周辺地
区の『再整備基本構想』を策定しました。
　詳細は神戸市ホームページ「都心・三宮の再整備」をご覧く
ださい。
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